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松
　
宮
　
貴
　
之

『
鈍
吟
書
要
』
に
見
ら
れ
る
道
学
思
考
の
か
た
ち
に
就
い
て
の
一
考
察

　
中
国
の
明
末
清
初
の
時
代
、
頽
廃
と
復
興
の
混
乱
の
社
会
風
潮

の
中
で
、
当
時
の
王
道
で
あ
っ
た
董
其
昌
の
書
法
に
も
、
批
判
が

加
え
ら
れ
、
新
た
に
道
学
思
想
を
復
古
的
に
盛
り
込
ん
だ
強
固
な

書
論
が
誕
生
し
た
。

　
そ
の
作
者
、
馮
班
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
何
だ
っ
た
の
か
。
何

を
企
図
し
た
の
か
。

　
中
国
書
論
史
に
於
い
て
近
世
以
後
、
蘇
軾
・
黄
庭
堅
・
米
芾
に

代
表
さ
れ
る
外
向
型
（
陽
明
学
系
）、
個
性
系
の
思
惟
潮
流
が
脚
光

を
浴
び
る
裏
面
で
、
や
や
日
陰
で
朱
子
学
的
な
内
向
型
の
精
神
書

論
も
同
時
に
研
究
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
一
つ
の
節
目
と
し
て
、

こ
こ
で
登
場
す
る
。

　
趙
孟
頫
の
書
を
朱
子
学
、
董
其
昌
の
書
を
陽
明
学
の
反
映
と
み

る
観
方
を
突
き
抜
け
て
、
朱
王
一
致
の
時
代
を
象
徴
す
る
両
者
の

結
実
の
書
論
を
構
築
し
た
、
馮
班
の
思
考
構
造
を
垣
間
見
る
。

　
「
本
領
論
」
と
し
て
立
ち
上
が
る
そ
の
復
古
的
姿(

尚
古
主
義)

は
、

ど
の
領
域
で
も
で
あ
る
が
、「
古
典
」
を
学
ぶ
こ
と
が
高
尚
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
「
俗
」
と
相
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
動
乱
の
時
代
に
求
め
ら
れ
た
法
帖
学
の
カ
タ
チ
。
そ
の
馮
班
の

『
鈍
吟
書
要
』
を
、
思
想
と
し
て
読
み
解
き
、
そ
の
存
在
意
義
を

検
討
す
る
。

は
じ
め
に

一
　
馮
班
の
朱
子
学
と
性
理
学

二
　
理
学
と
趙
孟
頫
の
評
価

三
　
董
其
昌
書
論
の
読
み
替
え

四
　
道
学
書
論
の
構
造

五
　
本
領
と
理
学

小
結
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は
じ
め
に

　
中
国
書
論
史
に
於
い
て
、
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
大
き
な
影
響

力
を
放
っ
た
第
一
人
者
と
目
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
董
其
昌
に
他
な

ら
な
い
。

　
後
に
清
朝
帖
学
派
と
言
わ
れ
る
面
々
は
、
各
々
、
精
神
主
義
書
法

家
と
も
い
え
る
董
其
昌
を
ど
う
捉
え
る
か
、
い
か
に
認
め
る
か
、
認

め
な
い
か
、
そ
れ
と
い
か
な
る
位
置
取
り
、
関
係
性
を
結
ぶ
か
、
そ

の
継
承
と
変
容
が
中
心
命
題
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
中
で
も
清
の
馮
班
は
、
そ
の
命
題
を
負
い
な
が
ら
、
独
自
の
道
学

観
を
反
映
さ
せ
た
書
論
を
構
成
し
、
独
自
の
書
論
を
形
成
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
、
朱
王
一
致
（
朱
熹
・
王
陽
明
）
と
言
わ
れ
る
、
時
代

風
潮
の
中
で
、
そ
の
思
想
の
影
響
が
書
論
に
、
ど
う
反
映
さ
れ
た
の

か
、
こ
こ
で
は
分
析
し
、
そ
の
現
実
的
な
有
効
性
に
つ
い
て
も
考
察

し
た
い
。

　
つ
ま
り
本
稿
で
は
、
馮
班
の
書
論
『
鈍
吟
書
要
』
の
道
学
意
識
、

及
び
董
其
昌
観
を
中
心
に
検
討
、
考
察
す
る
。

　
馮
班
（［
生
］
万
暦
三
〇
（
一
六
〇
二
）［
没
］
康
煕
一
〇
（
一
六

七
一
）。

　
中
国
、
清
初
の
文
学
者
・
書
論
家
。
江
蘇
常
熟
の
人
。
同
郷
の
銭

謙
益
に
師
事
し
、
と
も
に
反
擬
古
の
論
を
唱
え
、
盛
唐
を
高
く
評
価

す
る
厳
羽
の
『
滄
浪
詩
話
』
に
反
対
し
、
晩
唐
を
宗
と
し
た
。
主
著

『
鈍
吟
雑
録
』『
鈍
吟
集
』
が
あ
る
。

　
董
其
昌
と
は
五
九
年
ほ
ど
の
年
齢
差
が
あ
る
が
、
ま
だ
そ
の
影
響

が
色
濃
い
世
代
の
人
物
と
言
え
よ
う
。

　
馮
班
は
、
生
涯
官
途
に
就
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
文
人
の
書
論
思

想
の
葛
藤
は
、
所
謂
「
内
向
型

0

0

0

」
で
あ
り
、
書
論
界
を
賑
わ
し
た
近

世
以
降
の
「
外
向
型
（
個
性
系
）」
と
対
を
な
す
構
造
と
言
え
る１

。

　
こ
こ
で
は
そ
の
や
や
日
陰
の
存
在
、
内
向
型
の
道
学
的
思
想
の
反

映
を
軸
に
し
て
、
そ
の
思
想
を
垣
間
見
て
い
き
た
い
。

一
　
馮
班
の
朱
子
学
と
性
理
学

　
『
鈍
吟
書
要
』
の
底
本
に
は
、
馮
班
の
甥
の
馮
武
の
編
し
た
『
書

法
正
伝
』
十
巻
（
王
雲
五
主
編
・
人
人
文
庫
・
台
湾
商
務
院
書
館
）

所
収
の
も
の
に
拠
っ
た
。

　
ま
た
参
考
文
献
と
し
て
、
馮
班
の
「
鈍
吟
書
要
」
の
研
究
論
文
は
、

管
見
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、『
中
國
書
論
大
系
』
第
十
一

巻
　
清
Ⅰ
（
二
玄
社
　
一
九
八
二
年
）
に
杉
村
邦
彦
の
邦
訳
が
あ
り
、

ま
た
『
精
萃
　
図
説
書
法
論
』
五
　
清
１
（
西
東
書
房
　
一
九
八
八

年
）
に
森
素
香
の
訳
注
が
あ
り
、
主
に
訳
出
に
つ
い
て
は
、
と
も
に

大
意
（
意
訳
）
や
考
察
の
参
考
と
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
さ
て
、『
鈍
吟
書
要
』
の
冒
頭
で
、

　
書
是
君
子
之
芸
。
程
、
朱
亦
不
廃
。

　
（
書
は
君
子
の
芸
で
あ
る
。
程
朱
学
も
廃
せ
ら
れ
な
い
。）
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と
述
べ
る
よ
う
に
、
馮
班
は
、
二
程
子
、
朱
子
支
持
を
宣
言
し
て
か

ら
稿
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
実
態
は
、『
鈍
吟
雑
録
』
巻
二
の
中
で
、

初
随
俗
看
性
理
雅
不
服
朱
子
、
後
読
朱
子
語
類
始
知
先
儒
倶
是
天

下
第
一
等
人
。
但
未
免
大
醇
小
疵
、
後
儒
専
取
他
那
小
疵
処
、
便

不
好
看
可
恨
集
性
理
的
全
無
見
識
。
今
日
後
生
軽
躁
非
薄
古
人
皆

不
知
学
問
者
也
。
朱
子
引
京
房
易
伝
性
理
疑
似
誤
字
当
時
人
不
学

如
此
。

（
は
じ
め
は
俗
儒
の
性
理
学
の
影
響
で
朱
子
学
に
納
得
し
て
い
な

か
っ
た
が
、『
朱
子
語
類
』
を
読
ん
で
か
ら
、
昔
の
学
者
は
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
が
分
か
っ
た
。
た
だ
大
部
分
に
ち
ょ
っ
と
し
た
瑕か

疵し

が

混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
後
の
人
は
そ
の
わ
ず
か
な
瑕
疵
を
頑
張
っ
て

探
し
て
あ
げ
つ
ら
う
の
で
、
後
世
の
性
理
の
書
物
は
碌
な
も
の
が
な

い
。
今
時
の
人
間
は
軽
々
し
く
昔
の
人
を
馬
鹿
に
す
る
が
そ
れ
は
無

学
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
朱
子
の
引
く
『
京
房
易
伝
』
を
引
い
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
誤
字
が
あ
る
の
で
、
当
時
の
ひ
と
は
学
ば
な
か
っ
た

の
は
、
こ
れ
が
原
因
で
あ
る
。）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
、
少
し
く
分
析
す
る
と
、
若
い
頃
は
俗
儒
の
性
理
学
の
影

響
で
朱
子
学
に
納
得
し
て
い
な
か
っ
た
が
、『
朱
子
語
類
』
を
読
ん

で
か
ら
、
昔
の
学
者
（
朱
子
を
指
す
）
は
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
が
大

部
分
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
瑕
疵
が
混
じ
っ
て
い
る
の
だ
と
わ
か
っ
た
。

　
後
の
人
は
そ
の
わ
ず
か
な
瑕
疵
を
頑
張
っ
て
探
し
て
あ
げ
つ
ら
う

の
で
、
後
世
の
性
理
の
書
物
は
碌
な
も
の
が
な
く
、
今
時
の
人
間
は

軽
々
し
く
昔
の
人
を
馬
鹿
に
す
る
が
そ
れ
は
無
学
と
い
う
も
の
だ
、

と
い
う
の
が
全
体
の
意
味
な
の
で
、
基
本
的
に
朱
子
を
褒
め
て
い
る
。

　
た
だ
、
最
後
の
『
京
房
易
伝
』
を
引
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
誤
字
が

あ
る
で
は
と
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
で
、
当
時
の
人
は
こ
ん
な
に
も
不

学
な
の
だ
、
と
い
う
当
時
の
人
が
朱
子
だ
と
す
れ
ば
突
然
、
朱
子
学

批
判
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
朱
子
は
『
京
房
易
伝
』
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

性
理
書
は
字
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
て
（
正
し
い
の
に
）、
そ
の
こ

と
に
対
し
て
、
性
理
書
が
書
か
れ
た
当
時
の
人
は
、
学
問
が
な
っ
て

い
な
い
と
馮
班
は
嘆
い
て
い
る
と
理
解
す
れ
ば
、
前
後
の
内
容
は
一

貫
す
る
。

　
性
理
書
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
は
『
性
理
大
全
書
』
や
、
そ
の
関

連
本
・
注
釈
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
こ
こ
で
の
話
題
は
、
当
時
の
、
先
人
に
対
す
る
つ

ま
ら
な
い
訂
正
ば
か
り
の
性
理
書
に
対
す
る
批
判
が
メ
イ
ン
の
内
容

で
、
性
理
学
そ
の
も
の
に
対
す
る
馮
班
の
評
価
は
こ
こ
で
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。

　
更
に
『
雑
録
』
の
引
用
の
部
分
の
直
前
の
条
で
は
、
程
朱
に
批
判

的
な
こ
と
も
言
っ
て
い
る
が
、
批
判
し
て
い
る
の
は
『
詩
経
』
の
解

釈
の
話
で
、
性
理
学
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
性
理
学
そ
の
も
の
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に
対
す
る
評
価
は
、
こ
こ
の
部
分
だ
け
で
は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
。

　
つ
ま
り
程
朱
に
対
し
て
、
一
定
の
敬
意
は
う
か
が
え
る
が
、
盲
従

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
『
語
類
』
を
読
む
以
前
に
そ
れ
ほ
ど
、
朱
子
に
反
対
す
る
考
え
が

あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
と
思
わ
れ
、
性
理
書
の
内
容
が
悪
い
か
ら
、

朱
子
に
納
得
い
か
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る

が
、
二
程
、
朱
子
の
性
理
学
を
、
放
棄
し
て
い
る
と
も
考
え
に
く
く
、

馮
班
な
り
の
解
釈
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、『
書
要
』
で
は
、

結
字
晋
人
用
理
、
唐
人
用
法
、
宋
人
用
意
。
用
理
則
従
心
所
欲
不

踰
矩
。
因
晋
人
之
理
而
立
法
、
法
定
則
字
有
常
格
、
不
及
晋
人
矣
。

（
結
字
は
、
晋
人
は
、
理
を
用
い
、
唐
人
は
、
法
を
用
い
、
宋
人
は

意
を
用
い
た
。
理
を
用
い
た
な
ら
ば
、
心
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
し
た

が
っ
て
も
、
羽
目
を
は
ず
さ
な
い
。
晋
人
の
理
に
も
と
づ
い
て
法
を

立
て
る
が
、
法
が
定
ま
っ
て
常
格
が
あ
る
よ
う
に
な
る
と
、
晋
人
に

及
ば
な
く
な
る
。）

と
述
べ
る
「
理
」
は
、『
朱
子
語
類
』
学
六
・
持
守
に
、

　
問
「
二
程
専
教
人
持
敬
、
持
敬
在
主
一
。
浩
熟
思
之
。
若
能
毎
事

加
敬
則
起
居
語
黙
在
規
矩
之
内
、
久
久
精
熟
、
有
『
従
心
所
欲
，
不

踰
矩
』
之
理
。
顔
子
請
事
四
者
亦
隻
是
持
敬
否
」

（
二
程
子
（
程
顥
・
程
頤
）
は
、
も
っ
ぱ
ら
ひ
と
に
「
持
敬
（
敬
を

保
持
す
る
）」
を
教
え
、
持
敬
の
要
は
、「
主
一
（
一
つ
の
こ
と
に
集

中
す
る
）」
に
あ
る
と
し
ま
し
た
。
私
は
じ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
し

た
が
、
も
し
事
ご
と
に
こ
の
敬
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
起
居

語
黙
、
日
常
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
す
べ
て
規
矩
の
内
に
収
ま
り
、

ひ
さ
し
く
そ
う
し
て
習
熟
す
れ
ば
、
孔
子
の
言
う
「
心
の
欲
す
る
と

こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
も
、
矩
を
踰
え
ず
」
の
道
理
を
得
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
…
」）

と
あ
る
よ
う
に２

、『
論
語
』
の
「
従
心
所
欲
不
踰
矩
」
の
理
は
、
し

ば
し
ば
議
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
朱
程
子
の
理
の
定
義
の
一
つ
を

用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
馮
班
が
蔡
君
謨
（
蔡
襄
）
の
書
を
評
価
す
る
の
も
、
朱
子
書

学
思
想
の
継
承
で
あ
る３

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
馮
班
は
朱
程
子
の
学
の
理
を
、
独
自
性
を
も
っ

て
書
論
に
反
映
さ
せ
た
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

二
　
理
学
と
趙
孟
頫
の
評
価

　
さ
て
、『
書
要
』
の
冒
頭
で
、

趙
松
雪
更
用
法
、
而
参
以
宋
人
之
意
、
上
追
二
王
、
後
人
不
及
矣
。

為
奴
書
之
論
者
不
知
也
。
唐
人
行
書
皆
出
二
王
、
宋
人
行
書
多
出

顔
魯
公
。
趙
子
昂
云
、
用
筆
千
古
不
変
。
隻
看
宋
人
亦
妙
、
唐
人

難
得
也
。

（
趙
孟
頫
は
さ
ら
に
法
を
用
い
、
交
え
て
宋
人
の
意
を
用
い
た
が
、

上
は
二
王
（
理
）
を
追
っ
た
が
、
後
人
は
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
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「
奴
書
」
と
論
じ
る
人
は
、
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
の
だ
。
唐
人
の
行

書
は
皆
二
王
か
ら
出
て
お
り
、
宋
人
の
行
書
は
、
多
く
顔
真
卿
か
ら

出
て
い
る
。
趙
孟
頫
が
言
う
「
用
筆
は
千
古
不
変
」
と
言
う
が
、
宋

人
の
う
ま
さ
は
見
て
取
れ
て
も
、
唐
人
は
得
難
い
の
で
あ
る
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
馮
班
は
書
の
理
を
晋
（
二
王
）
に
求
め
て
い
た
が
、

そ
の
説
は
趙
孟
頫
へ
の
評
価
と
、
重
な
り
を
見
せ
る
。

　
た
だ
し
、

趙
文
敏
為
人
少
骨
力
、
故
字
無
雄
渾
之
気
、
喜
避
難
、
須
参
以
張

従
申
、
徐
季
海
方
可
。
季
海
筋
在
画
中
、
晩
年
有
一
種
如
渇
驥
奔

泉
之
勢
、
老
極
。
所
以
熟
而
不
俗
。
張
書
古
甚
、
拙
処
人
不
知
其

妙
也
。

（
趙
孟
頫
は
、
人
と
な
り
に
骨
力
が
少
な
い
の
で
、
字
に
雄
渾
の
気

が
な
く
、
難
な
き
を
喜
ぶ
の
で
、
張
従
申
・
徐
季
海
を
加
味
す
る
と

よ
い
。
季
海
は
筋
が
画
の
中
に
あ
り
、
晩
年
に
は
、
一
種
の
「
喉
の

渇
い
た
駿
馬
が
泉
に
奔
る
」
よ
う
な
勢
い
が
あ
り
、
老
気
が
あ
る
の

で
円
熟
し
て
、
俗
気
が
な
い
。
張
の
書
は
古
風
だ
が
、
そ
の
拙
い
と

こ
ろ
に
妙
味
が
あ
る
が
、
ひ
と
は
気
付
か
な
い
。）

と
そ
れ
（
理
）
と
は
別
に
雄
渾
の
気
象
の
有
無
に
つ
い
て
言
及
し
、

加
味
す
べ
き
を
補
う
が
、

趙
松
雪
出
入
古
人
、
無
所
不
学
、
貫
穿
斟
酌
、
自
成
一
家
。
当
時

誠
為
独
絶
也
。
自
近
代
李
禎
伯
創
奴
書
之
論
、
後
生
恥
以
為
師
、

甫
習
執
筆
便
羞
言
模
倣
古
人
。
晋
、
唐
旧
法
於
今
掃
地
矣
。
松
雪

正
是
子
孫
之
守
家
法
者
、
爾
詆
之
以
奴
，
不
已
過
乎
。
但
其
立
論

欲
使
字
形
流
美
、
又
功
夫
過
於
天
資
、
於
古
人
蕭
散
廉
断
処
、
微

為
不
足
耳
。
如
禎
伯
書
、
用
尽
心
功
、
視
古
人
何
如
哉
。

（
趙
孟
頫
は
古
人
に
出
入
し
て
、
学
ば
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
ほ
ど
で
、

深
く
窮
め
て
ほ
ど
よ
く
調
節
し
、
自
ら
一
家
を
成
し
た
。
当
時
は
、

ま
こ
と
に
独
絶
と
さ
れ
た
。
し
か
し
近
い
時
代
に
な
っ
て
李
禎
伯
が
、

彼
の
書
を
「
奴
書
」
と
す
る
論
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
後
世
の

ひ
と
は
か
れ
を
師
と
す
る
の
を
恥
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
は
じ
め
執

筆
法
を
習
う
こ
ろ
か
ら
古
人
を
ま
ね
る
こ
と
を
羞
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
晋
唐
の
旧
法
は
地
に
掃
わ
れ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
趙

孟
頫
は
、
ま
さ
に
子
孫
の
家
法
を
守
っ
た
の
で
あ
り
、
か
れ
を
そ

し
っ
て
「
奴
」
と
す
る
の
は
、
ゆ
き
過
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た

だ
そ
の
立
論
は
、
字
形
を
流
美
に
さ
せ
、
さ
ら
に
工
夫
が
天
然
を
過

ぎ
る
よ
う
に
の
ぞ
ん
だ
も
の
で
、
古
人
の
よ
う
な
歯
切
れ
の
よ
さ
は
、

や
や
足
ら
な
い
だ
ろ
う
。
李
の
書
も
工
夫
は
尽
く
し
て
い
る
が
、
古

人
な
ら
、
ど
う
み
る
だ
ろ
う
か
）

と
あ
る
よ
う
に
、
李
禎
伯
の
工
人
的
と
も
言
え
る
趙
孟
頫
を
奴
書
と

す
る
論
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
論
は
、
董
其
昌
の
〈
臨
王
羲
之
十
七
帖
卷
〉
卷
首
言
に

も
、趙

承
旨
書
，
不
失
尺
寸
於
晋
唐
諸
家
、
無
所
不
模
擬
。
然
無
象
外

奇
聳
蕭
閑
之
趣
、
如
山
陰
名
士
之
視
孫
興
公
、
東
林
十
八
賢
之
視
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謝
霊
運
。
若
人
能
参
顔
柳
門
庭
則
知
此
言
不
謬
矣
。
守
法
不
変
、

定
成
奴
書
。

（
趙
孟
頫
は
奉
書
す
る
も
、
晋
唐
諸
家
と
寸
尺
も
違
え
ず
、
模
擬
し

な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
閑
趣
の
趣
き
が
外
に
聳
え
た
つ
と
こ

ろ
も
な
く
、
山
陰
の
名
士
が
孫
興
公
を
み
た
り
、
東
林
の
十
八
賢
が

謝
霊
運
を
み
る
か
の
よ
う
だ
。
も
し
ひ
と
が
顔
真
卿
や
柳
公
権
の
庭

に
参
ず
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
言
葉
の
誤
っ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
ろ
う
。
法
を
守
っ
て
変
わ
ら
ず
ば
、
定
め
て
奴
書
と
な
す
。）

と
あ
る
よ
う
に
董
其
昌
に
も
継
承
さ
れ
て
お
り４

、
模
倣
を
嫌
う
董
其

昌
ら
し
い
言
説
で
あ
り５

、
陽
明
学
的
に
理
気
二
元
論
の
気
の
在
り
方

を
問
題
視
し
た
が
、
馮
班
は
作
為
的
（
工
的
）
な
書
風
と
も
言
え
る

趙
孟
頫
の
道
学
性
を
評
価
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
急
襲
は
不
適
当
で

あ
る
と
す
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
次
に
馮
班
が
、
董
其
昌
を
い
か
に
継
承
、
変
容
し
、

ど
う
捉
え
た
か
を
見
て
行
き
た
い
。

三
　
董
其
昌
書
論
の
読
み
替
え

　
さ
て
、
馮
班
の
「
結
字
晋
人
用
理
、
唐
人
用
法
、
宋
人
用
意
。」

説
、
そ
の
中
心
命
題
自
体
が
、
董
其
昌
の

「
晋
人
の
書
は
韻
を
取
り
、
唐
人
の
書
は
技
を
取
り
、
宋
人
の
書
は

意
を
取
る
」（『
容
台
別
集
』
巻
四
『
書
品
』）
の
読
み
替
え
で
あ
る

こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
『
書
要
』
の
冒
頭
部
で
、

　
近
董
思
白
不
取
遒
健
、
学
者
更
弱
俗
、
董
公
却
不
俗
。

（
近
頃
で
は
、
董
其
昌
は
「
遒
健
」
を
求
め
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の

書
を
学
ぶ
も
の
は
ま
す
ま
す
「
繊
弱
」
で
俗
と
な
っ
た
が
、
董
其
昌

自
身
は
俗
で
は
な
い
。）

と
あ
り
、
董
其
昌
の
継
承
者
へ
の
批
判
、
つ
ま
り
世
俗
の
批
判
を
あ

し
ら
い
評
価
し
て
い
る
が
、
更
に
後
文
で
は
、

趙
子
昂
用
筆
絶
勁
、
然
避
難
従
易
、
変
古
為
今
、
用
筆
既
不
古
、

時
用
章
草
法
便
拙
。
当
其
好
処
、
古
今
不
易
得
也
。
近
文
太
史
学

趙
、
去
之
如
隔
千
裏
、
正
得
他
不
好
処
耳
。
枝
山
多
学
其
好
処
、

真
可
愛
玩
、
但
時
有
失
筆
別
字
。
董
宗
伯
全
不
講
結
構
、
用
筆
亦

過
弱
、
但
蔵
鋒
為
佳
、
学
者
或
不
知
。
董
似
未
成
、
字
在
文
下
。

（
趙
孟
頫
の
用
筆
は
絶
勁
（
は
な
は
だ
つ
よ
い
）
が
、
難
し
さ
を
避

け
易
し
さ
に
従
い
、
古
法
を
変
え
て
今
様
に
し
て
い
る
。
用
筆
は
も

と
よ
り
古
く
な
く
、
時
に
章
草
の
法
を
用
い
る
が
拙
い
。
そ
の
で
き

の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
古
今
に
も
た
や
す
く
得
ら
れ
な
い
。
近
頃
は
、

文
徴
明
が
趙
孟
頫
を
学
ん
だ
が
、
千
里
も
離
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ま

さ
に
彼
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
祝
允
明
は
、
お

お
く
そ
の
よ
い
と
こ
ろ
を
学
ん
で
、
ま
こ
と
に
愛
玩
す
べ
き
だ
が
、

た
だ
時
に
書
き
損
じ
や
、
別
字
が
あ
る
。
董
其
昌
は
結
構
に
全
く
意

を
用
い
ず
、
用
筆
も
弱
す
ぎ
る
が
、
蔵
鋒
だ
け
は
い
い
。
彼
の
書
を

学
ぶ
も
の
に
そ
れ
を
知
ら
な
い
も
の
が
い
る
。
董
其
昌
は
、
ま
だ
未
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成
の
よ
う
で
、
そ
の
実
力
は
文
徴
明
の
下
だ
。）

と
あ
り
、
董
其
昌
の
絶
対
化
は
緩
和
さ
れ
、
や
や
批
判
ぎ
み
に
、
相

対
化
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
趙
孟
頫
と
董
其
昌
を
構
造
的
に
捉
え
、
趙
孟
頫
を
格
上
に
し

て
、
董
其
昌
を
文
徴
明
以
下
と
格
下
に
位
置
付
け
て
い
る
の
は
、
つ

ま
る
と
こ
ろ
朱
子
学
的
に
趙
孟
頫
を
捉
え
る
「
絶
勁
」
論
と
「
弱

俗
」
化
し
て
い
た
董
其
昌
の
流
れ
を
批
判
し
つ
つ
、
そ
の
真
価
を
述

べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
恐
ら
く
当
時
、
偽
物
贋
物
が
出
回
り
、
下
手
な
継
承
者
が
横
行
し
、

関
係
法
帖
も
薄
利
多
売
化
さ
れ
拡
散
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
的
に
頽
廃

に
傾
き
や
す
い
陽
明
学
左
派
の
流
行
、
欲
望
肯
定
派
が
幅
を
利
か
せ

て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
厳
格
な
論
理
を
求
め
る
反
動
の
風
土
が
、

社
会
的
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い６

。
精
神
主
義
が
過
ぎ

る
と
、
反
動
的
に
「
型
」
を
求
め
る
の
は
、
書
法
史
の
摂
理
と
も
言

え
よ
う
。

　
ま
た
付
言
に
な
る
が
、

　
画
有
南
北
，
書
亦
有
南
北
。

（
画
に
も
南
北
が
あ
る
よ
う
に
、
書
に
も
南
北
が
あ
る
。）

と
述
べ
て
お
り
、
董
其
昌
の
画
の
南
北
二
宗
論
を
踏
ま
え
、
後
の
阮

元
の
北
碑
南
帖
論
に
列
な
る
説
を
こ
の
時
点
で
提
出
し
て
い
る
こ
と

は
、
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
董
其
昌
が
書
画
思
想
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
た
「
禅
」
に
つ

い
て
、
馮
班
自
体
や
や
否
定
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る７

。

　
と
も
あ
れ
、
馮
班
は
趙
孟
頫
と
董
其
昌
を
補
完
的
に
捉
え
、
ま
た

そ
の
流
れ
で
董
其
昌
の
説
に
影
響
さ
れ
、
新
知
見
ま
で
提
出
し
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
　
道
学
書
論
の
構
造

　
で
は
、
そ
の
董
其
昌
流
の
世
俗
化
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
馮
班
が
い

か
に
新
し
い
論
理
を
提
示
し
た
か
こ
こ
で
再
度
、
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　
恐
ら
く
道
学
の
理
を
持
っ
て
書
論
に
投
影
さ
せ
た
と
思
わ
れ
、

『
書
要
』
で
、

因
晋
人
之
理
而
立
法
、
法
定
則
字
有
常
格
、
不
及
晋
人
矣
。
宋
人

用
意
、
意
在
学
晋
人
也
。
意
不
周
幣
則
病
生
、
此
時
代
所
圧
。
趙

松
雪
更
用
法
、
而
参
以
宋
人
之
意
、
上
追
二
王
、
後
人
不
及
矣
。

為
奴
書
之
論
者
不
知
也
。
唐
人
行
書
皆
出
二
王
、
宋
人
行
書
多
出

顔
魯
公
。
趙
子
昂
云
、
用
筆
千
古
不
変
。
隻
看
宋
人
亦
妙
、
唐
人

難
得
也
。
蔡
君
謨
正
書
有
法
無
病
、
朱
夫
子
極
推
之
。
錐
画
沙
、

印
印
泥
、
屋
漏
痕
，
是
古
人
秘
法
。
姜
白
石
云
、
不
必
如
此
。
知

此
君
憒
憒
。

（
晋
人
の
理
に
も
と
づ
い
て
法
を
立
て
る
が
、
法
が
定
ま
っ
て
常
格

が
あ
る
よ
う
に
な
る
と
、
晋
人
に
及
ば
な
く
な
る
。
宋
人
は
意
を
用

い
た
が
、
そ
の
意
は
晋
人
を
学
ぶ
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
意
が
十
分
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で
な
い
と
、
弊
害
が
生
じ
る
が
、
こ
の
時
代
に
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

趙
孟
頫
は
、
さ
ら
に
法
を
用
い
、
宋
人
の
意
を
加
え
、
上
は
二
王
を

追
い
求
め
た
か
ら
、
後
世
の
人
は
、
及
び
も
つ
か
な
か
っ
た
。
彼
の

書
を
「
奴
書
」
と
論
じ
た
も
の
は
、
書
が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

唐
人
の
行
書
は
、
皆
二
王
か
ら
出
て
お
り
、
宋
人
の
行
書
は
、
多
く

顔
真
卿
か
ら
出
て
き
て
い
る
。
趙
孟
頫
は
、「
用
筆
は
千
年
の
古
か

ら
変
わ
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
宋
人
を
み
て
う
ま
く
学
べ

て
も
、
唐
人
を
も
の
に
す
る
の
は
難
し
い
。
蔡
君
謨
の
楷
書
は
、
法

が
あ
り
、
癖
が
な
い
か
ら
、
朱
子
は
こ
れ
を
推
奨
し
た
。
錐
画
沙
、

印
印
泥
、
屋
漏
痕
、
こ
れ
は
古
人
の
秘
法
で
あ
る
。
姜
白
石
が
、

「
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
こ
の
人
が
書
を

分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。）

　
こ
れ
ら
の
、
理
と
法
と
意
の
構
造
を
簡
単
に
図
示
す
る
と
、
右
下

図
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

学
草
書
須
逐
字
写
過
、
令
使
転
虚
実
一
一
尽
理
、
至
興
到
之
時
、

筆
勢
自
生
。
大
小
相
参
、
上
下
左
右
、
起
止
映
帯
、
雖
狂
如
旭
、

素
咸
臻
神
妙
矣
。
古
人
酔
時
作
狂
草
、
細
看
無
一
失
筆
、
平
日
工

夫
細
也
。
此
是
要
訣
。

（
草
書
を
学
ぶ
に
は
、
一
字
ず
つ
書
き
進
め
る
べ
き
で
、
使
転
虚
実

ひ
と
つ
ひ
と
つ
理
を
き
わ
め
れ
ば
、
感
興
に
応
じ
て
筆
勢
が
出
る
の

で
あ
る
。
大
小
が
交
わ
り
、
上
下
左
右
、
起
筆
と
収
筆
が
映
り
あ
え

ば
、
張
旭
や
懐
素
の
よ
う
に
狂
逸
で
も
、
み
な
妙
境
に
入
っ
た
の
で

あ
る
。
古
人
が
酒
に
酔
っ
て
狂
草
を
書
い
た
が
、
つ
ぶ
さ
に
見
て
も

書
き
損
じ
が
な
い
の
は
、
平
日
の
工
夫
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
こ
そ
要
訣
だ
。）

と
あ
り
、
ま
た

晋
人
尽
理
、
唐
人
尽
法
、
宋
人
多
用
新
意
、
自
以
為
過
唐
人
、
実

不
及
也
。
婁
子
柔
先
生
云
、
米
元
章
好
割
截
古
跡
、
有
書
賈
俗
気
。

名
言
也
。

（
晋
人
は
理
を
尽
く
し
、
唐
人
は
法
を
尽
く
し
、
宋
人
は
多
く
新
意

を
用
い
、
自
分
で
は
唐
人
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

実
際
は
及
ば
な
い
。
婁
子
柔
先
生
が
、「
米
芾
は
、
好
ん
で
古
い
書

理

法意
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跡
を
切
り
さ
い
た
の
で
、
本
屋
の
俗
気
が
あ
る
」
と
言
っ
た
の
は
、

名
言
で
あ
る
。）

と
あ
る
の
は
、
理
、
法
、
意
の
構
造
を
明
ら
か
に
証
明
し
て
い
る
。

　
あ
と
、

姜
白
石
論
書
，
略
有
梗
概
耳
。
其
所
得
絕
粗
、
趙
松
雪
重
之
、
為

不
可
解
。

（
姜
白
石
が
書
を
論
じ
た
も
の
は
ほ
ぼ
概
略
を
論
じ
た
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
会
得
し
た
と
こ
ろ
は
、
甚
だ
粗
雑
だ
。
趙
孟
頫
が
彼
を
重
ん
じ

た
の
が
な
ぜ
か
、
分
か
ら
な
い
。）

と
度
々
、
姜
夔
を
批
判
す
る
の
は
、
そ
の
書
論
に
理
学
的
な
影
響
が

な
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
馮
班
は
、
敢
然
と
道
学
で
書
論
を
再
武
装
し
、
よ

り
強
固
な
論
理
を
構
築
せ
ん
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
分
か
る
。

五
　
本
領
と
理
学

　
例
え
ば
『
朱
子
語
類
』
卷
十
二
に
、

　
人
之
爲
學
、
千
頭
萬
緒
、
豈
可
無
本
領
。

（
ひ
と
の
学
問
を
す
る
や
、
千
頭
万
緒
、
ど
う
し
て
本
領
な
い
こ

と
が
ゆ
る
さ
れ
よ
う
か
。）

と
あ
っ
た
り
、
明
の
王
守
仁
『
傳
習
錄
』
卷
上
・
門
人
薛
侃
錄
に
、

　
若
泥
文
逐
句
不
識
本
領
、
即
支
離
決
裂
、
工
夫
都
無
下
落
。

　
（
も
し
文
章
の
一
字
一
句
に
拘
泥
し
本
領
（
根
本
の
と
こ
ろ
）
が

分
か
ら
な
い
と
支
離
滅
裂
に
な
り
、
修
業
が
す
べ
て
と
り
と
め
の
な

い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。）

と
あ
る
よ
う
に８

、
本
領
と
は
、
朱
子
学
や
陽
明
学
で
頻
用
さ
れ
る
言

葉
で
あ
り
、「
根
本
」
と
か
「
能
力
」
と
い
う
意
味
で
使
う
こ
と
が

多
く
、「
心
」
の
意
味
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
馮
班
は
、
そ
れ
を
書
論
に
援
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
領
者
將
軍
也
、
心
意
者
副
将
也
。
本
領
極
要
緊
、
心
意
附
本
領

而
生
。

（
本
領
は
将
軍
で
あ
り
、
心
意
は
副
将
で
あ
る
。
本
領
は
、
極
め
て

大
切
な
も
の
で
、
心
意
は
本
領
に
付
随
し
て
生
ま
れ
る
。）

と
あ
り９

、
そ
の
武
装
的
な
言
語
は
、
王
羲
之
の
『
筆
陣
圖
』
な
ど
を

想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、

　
本
領
精
熟
、
則
心
意
自
能
変
化
。

（
本
領
が
精
熟
す
れ
ば
、
心
意
は
お
の
ず
か
ら
よ
く
変
化
す
る
。）

と
あ
る
「
本
領
」
と
は
、
書
論
的
に
は
、
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

本
領
者
、
将
軍
也
。
心
意
者
、
副
将
也
。
所
謂
本
領
、
只
是
規
模

古
人
、
然
須
有
取
舍
、
不
得
巧
拙
兼
效
。
雖
欲
博
涉
諸
家
、
然
須

得
通
会
，
不
可
今
古
雜
出
。
唐
人
尚
法
、
用
心
意
極
精
。
宋
人
解

散
唐
法
、
尚
新
意
、
而
本
領
在
其
間
。
米
元
章
書
如
集
字
是
也
、

至
蔡
君
謨
則
点
画
不
苟
矣
。
坡
公
立
論
、
亦
雅
推
君
謨
。

（
本
領
は
将
軍
で
あ
り
、
心
意
は
副
将
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
本
領
と



310

は
、
た
だ
古
人
を
手
本
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
取
捨
が
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
巧
拙
が
一
緒
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
諸
家
を
広

く
学
び
た
い
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
貫
く
も
の
を
修
得
す
べ
き
で
、

今
と
古
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
唐
人
は
法
を
尊
び
、

心
意
を
用
い
る
こ
と
が
、
極
め
て
精
密
で
あ
る
。
宋
人
は
唐
の
法
を

解
き
放
ち
、
新
意
を
尊
ん
だ
が
、
し
か
も
本
領
は
そ
の
間
に
あ
る
。

米
芾
の
書
が
、
集
古
字
と
い
わ
れ
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
蔡
君
謨

に
至
っ
て
は
、
一
点
一
画
を
か
り
そ
め
に
し
な
い
。
蘇
軾
は
論
を
立

て
た
が
、
常
に
君
謨
を
推
奨
し
た
。）

と
、「
本
領
」
で
歴
史
を
総
括
す
る
。

　
さ
ら
に
、
具
体
的
に
見
る
と
、

　
本
領
千
古
不
易
、
用
筆
学
鐘
、
結
字
学
王
。

（
本
領
は
千
年
の
古
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
で
、
用
筆
は
鍾
繇
を
学

び
、
結
字
は
王
羲
之
を
学
べ
。）

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
徹
底
し
た
書
論
の
尚
古
主
義
に
根
差
し
た
も

の
で
あ
り
、
中
世
書
論
に
朱
子
学
の
理
を
求
め
た
「
思
考
の
か
た
ち

と
新
し
さ
」
は
当
時
、
衝
撃
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い

だ
ろ
う
。

小
結

　
書
、
書
論
と
は
、
も
と
も
と
精
神
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、「
虚
実
」

で
言
え
ば
、「
虚
」
の
世
界
に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
実
際

に
、
ど
う
い
う
「
実
」
の
部
分
が
あ
っ
た
の
か
の
か
も
思
惟
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
書
に
よ
っ
て
、
立
場
、
尊
敬
、
集
団
利
益
を
得
る
等
さ
ま
ざ
ま
想

像
は
、
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
書
論
で
は
、
董
其
昌
の
絶
対
化
が
、
や
や
緩
和
さ
れ
、

相
対
的
に
評
価
さ
れ
始
め
て
い
る
が
、
そ
の
流
れ
を
継
承
す
る
と
い

う
自
負
は
顕
著
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
ス
テ
ー

タ
ス
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
但
し
、
道
学
、
朱
子
学
に
よ
っ
て
、
書
論
の
骨
格
を
構
成
し
直
し
、

道
学
の
一
領
域
と
し
て
書
論
を
編
纂
し
た
功
績
は
顕
著
で
あ
り
、
単

な
る
継
承
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
装
い
は
新
で
あ
る
が
、
復
古
的

な
革
新
性
が
認
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

　
そ
の
本
領
論
も
、
俗
を
厭
う
こ
と
を
基
幹
と
す
る
の
は
、
ど
の
領

域
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
古
典
」
を
学
ぶ
こ
と
が
高
尚
で
あ
っ
て
、

俗
と
相
反
す
る
か
ら
で
あ
る
（
尚
古
主
義
）。

　
書
論
へ
の
朱
子
学
の
浸
潤
と
も
言
え
る
が
、
も
っ
と
明
確
な
意
図

が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
強
烈
な
論
理
の
復
権
の
文
脈
で
、
こ
の
書

論
の
画
期
性
と
、
実
学
性
が
指
摘
で
き
る
が
、
馮
班
の
書
が
、
管
見

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
論
が
制
作
に
ど
う
反
映
さ
れ
、

ど
う
鑑
賞
さ
れ
た
の
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
『
書
要
』
で
は
、

宋
人
作
書
多
取
新
意
、
然
意
須
從
本
領
中
來
。
米
老
少
時
如
集
字
、
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晚
年
行
法
亦
不
離
楊
少
師
、
顏
魯
公
也
。
本
領
精
熟
、
則
心
意
自

能
變
化
。

（
宋
人
が
書
を
作
る
時
、
多
く
新
意
を
表
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
意

は
、
本
領
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
芾
は
若

き
時
、
集
字
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
晩
年
の
行
法
も
、
楊
凝
式
、
顔
真

卿
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
本
領
が
成
熟
し
て
、
心
意
が
自
ず
か
ら
変

化
で
き
る
の
で
あ
る
。）

と
言
っ
た
り
、

晋
人
循
理
而
法
生
、
唐
人
用
法
而
意
出
、
宋
人
用
意
而
古
法
具
在
。

知
此
方
可
看
帖
。

（
晋
人
は
理
に
し
た
が
っ
て
法
を
生
じ
、
唐
人
は
法
を
用
い
て
意
が

表
れ
、
宋
人
は
意
を
用
い
て
古
法
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
分

か
っ
て
始
め
て
法
帖
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。）

と
述
べ
、
北
宋
以
降
の
蘇
軾
・
黄
庭
堅
・
米
芾
な
ど
の
新
意
を
尊
ぶ

「
外
向
型
」（
陽
明
学
系
）
と（1

そ
の
裏
面
に
付
し
た
朱
子
以
来
の

「
内
向
型
」
の
書
論
の
二
大
潮
流
を
整
理
し
、
そ
れ
を
融
合
さ
せ
、

そ
の
合
流
し
た
「
朱
王
一
致
」
思
想
の
書
論
史
的
姿
に
も
触
れ
て
お

き
た
い
。
総
じ
て
こ
の
書
論
は
、
近
世
以
後
の
法
帖
学
（
文
人
史
観

の
模
倣
学
）
に
対
す
る
一
つ
の
見
識
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ

ろ
う
。

注１ 

津
坂
貢
政
「
中
国
宋
代
士
大
夫
の
美
意
識
に
関
す
る
史
的
研
究
：
書
の

鑑
賞
お
よ
び
題
跋
執
筆
を
事
例
と
し
て
」
広
島
大
学
　
博
士（
文
学
）二

〇
一
六
年

２ 

垣
内
景
子
訳
『
朱
子
語
類
』
訳
注
　
巻
七
・
十
二
・
十
三（
汲
古
書
院
　

平
成
二
十
二
年
十
月
）を
参
照
。

３ 

注
１
参
照

４ 

呉
國
豪
「
董
其
昌
書
學
中
的
趙
孟
頫
情
結
」（
董
其
昌
與
松
江
書
派
特

展
『
中
國
書
法
雜
誌
』
二
〇
一
六
年
）

５ 

宇
佐
美
文
理
「
模
倣
の
価
値
」（『
中
國
思
想
研
究
』
三
一
号
　
二
〇
一

一
年
）

６ 

島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』（
岩
波
新
書
・
一
九
六
七
年
）参
照
。

７ 

『
鈍
吟
雑
録
』
巻
二
に
「
有
一
禅
者
、
好
狎
孌
童
。
又
好
賭
博
。
我
譏

之
。
厳
武
伯
酷
辨
以
為
禅
者
不
妨
其
論
甚
髙
、
我
不
習
禅
不
解
也
。
問

之
一
法
師
。
乃
曰
居
士
視
此
人
、
所
作
是
慧
是
癡
。
若
只
是
癡
、
便
做

不
得
。
我
見
其
人
両
目
、
有
纇
相
法
当
淫
。
乃
自
以
為
重
瞳
思
做
、
天

子
尤
可
怪
。」
と
あ
る
。

８ 

近
藤
康
信 

著
『
伝
習
録
』（
新
釈
漢
文
大
系
　
明
治
書
院
・
一
九
六
一

年
）の
訳
を
参
照
。

９ 

例
え
ば
『
朱
子
語
類
』
綱
領
に
「
然
天
下
所
以
平
、
卻
先
須
治
国
。
国

之
所
以
治
、
卻
先
須
斉
家
。
家
之
所
以
斉
、
卻
先
須
修
身
。
身
之
所
以

修
、
卻
先
須
正
心
。
心
之
所
以
正
。
卻
先
須
誠
意
。
意
之
所
以
誠
、
卻

先
須
致
知
。
知
之
所
以
至
、
卻
先
須
格
物
。
本
領
全
只
在
這
兩
字
上
。

又
須
知
如
何
是
格
物
。」
と
あ
っ
た
り
、『
傳
習
録
』
巻
上
・
門
人
陸
澄

錄
に
も
「
一
日
論
為
學
工
夫
。
先
生
曰
「
教
人
為
学
不
可
執
一
偏
。
初

学
時
心
猿
意
馬
、
拴
縛
不
定
。
其
所
思
慮
多
是
人
欲
一
辺
。
故
且
教
之

静
坐
息
思
慮
。
久
之
、
俟
其
心
意
稍
定
。
…
」
と
あ
り
、
朱
子
学
や
陽
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明
学
で
、「
本
領
」
や
「
心
意
」
は
よ
く
使
わ
れ
る
観
念
で
あ
る
。

10 
神
田
喜
一
郎
は
、
董
其
昌
の
陽
明
学
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
も
言

え
る
宋
の
蜀
学
に
求
め
て
い
る
。
神
田
喜
一
郎
『
続
東
洋
学
説
林
』

「
董
其
昌
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
二
巻
、
同
朋

舎
、
一
九
八
三
年
）


